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・ 環境制御領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革

新領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科目で

構成される。専門科目では，環境制御に関する研究指導を受ける。

・ 博士論文作成，学会発表等により，知の創成力を身に付ける。

・ 「博士後期インターンシップ」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期研究」により，リーダーシップ力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・ 基礎科目，専門科目等により，イノベーション力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期演習」等により，専門知識を身に付ける。

・ 中間発表会，国際学会発表等により，高度英語実践力を身に付ける。

・ 入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，初期評価（達成度評価I）

を行う。

・ 入学１年６ヵ月後に行う中間発表会において，主査と３名の副査が，博士論文の作成に向けた研究の進捗状

況に対する中間審査を行う。

・ 修了予定の１年前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度

評価 II）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価 III）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に行う予備審査会において，主査と３名の副査が，博士論文に対する予備審査を行う。

・ 修了予定の３ヵ月前に行う最終試験において，主査と３名の副査が，博士論文の内容に関する発表および質

疑応答に基づき，学位審査を行う。
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